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平成２２年度 教育委員会の活動状況に関する点検・評価について 

 

はじめに 

 

1 趣旨 

  本報告書は、効果的な教育行政に資するため、平成２２年度における教育委員会の主

な活動状況や実施状況についてまとめ、その結果を作成して議会に提出し、住民に公表

する。 

 

＊地方教育行政の組織及び運営に関する法律(抜粋) 

第２７条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務(前条第１項の規定に

より、教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務(同条第３

項の規定により事務局職員等に委任された事務を含む)を含む。)の管理及び

執行状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、

これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識

経験を有する者の知見の活用を図るものとする。 

 

2 点検・評価の対象 

点検・評価の対象は、遠別町総合計画並びに平成２２年度教育行政執行方針に基づく

事務事業を基本に、教育委員会の主要な施策・事業を対象とする。 

 

3 点検評価の方法 

点検・評価にあたっては、事業の進捗状況を明らかにするとともに、平成２２年度に

実施した主要施策の実施状況について自己評価（内部評価）を行い、その結果の課題等

を分析し、今後の方向性を示すこととする。 

 

４ 点検・評価の公表 

  教育委員会の活動状況に関する点検・評価報告書は、議会に提出するとともに町民に

公表する。 

 

５ 教育委員会の活動状況 

   平成２２年度教育委員会の会議は、教育に関する重要な行政課題に対応するため、

原則公開により、毎月１回開催し、規則の制定、学校を始めとして、その他教育機関

の運営、各種委員の委嘱など審議を重ねて方針を決定している。 

   また、教育委員の研修を図り当面する教育行政の理解を深めるとともに、小・ 

中学校への学校訪問など所管する生涯学習、学校教育、社会教育の各種事業の推 

進を図っている。 
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（１）教育委員構成 

職  名  氏  名       任        期 

委員長 清水光子 平成１７年 ３月１２日～平成２５年 ３月１１日 

委員長職務代

理 

草刈忠和 平成２０年１１月 １日～平成２４年１０月３１日 

委員（教育長） 善田 隆 平成２０年１１月 １日～平成２６年 ９月３０日 

 

（２）教育委員会会議開催 

① 審議案件の処理状況 

議案 １９件、報告 ２９件、協議 ４件 

 

② 会議開催状況   （定例会:１２回） 

日  程 区 分 付議案件等 

第 ４回 

4 月 23 日 

定 報告 

 

・主任の命課状況について 

・学級編制について 

･ 体育指導委員の委嘱について 

議案 

 

・社会教育委員の委嘱について 

・平成 22年度遠別町社会教育推進目標について 

第 ５回 

5 月 26 日 

定 

 

報告 ・教職員の服務規律等の調査について 

･ 学校評議員の委嘱について 

・花いっぱい運動の取り組みについて 

議案 ・遠別町Ｂ＆G 海洋センター条例施行規則の一部を改正する規則の制

定について 

・学校給食センター運営委員会委員の委嘱について 

協議 ・各学校等の運動会の日程について 

第 ６回 

6 月 30 日 

定 報告 ・アート体感教室の実施について 

・学校ブックフェステバルの取組みについて 

・町へひとごと「意見箱」への対応について 

･ 平成 22年度 6月議会教育予算の補正について 

議案 ･ 英語指導助手の配置について 

第 ７回 

7 月 28 日 

定 報告 ・第 5次遠別町社会教育中期計画策定に伴う諮問について 

・公立高等学校配置計画地区別検討協議会に伴う報告について 

・第 7採択地区小学校用教科用図書選定委員会の採択結果について 

・遠別町農業高等学校教育振興会の要望について 

・平成 22年度ゆかりの地との交流事業の取り組みについて 

第 ８回 

8 月 30 日 

定 報告 ・英語指導助手の配置状況について 

・留萌管内教育フェア「出会え～留」について 
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  議案 ･平成 22 年度 9 月議会定例会行政報告｢公立高等学校配置計画案に対

する対応｣について 

･平成 22 年度 9月議会定例会行政報告｢英語指導助手の配置｣について 

･平成 22 年度教育費等予算の補正について 

第９回 

9 月 29 日 

定 報告 ・修学旅行の引率業務に従事する遠別町立学校職員の勤務時間の割り

振りに関する要領について 

・平成 22 年度 9月議会定例会一般質問｢学校支援地域本部事業の活動

と課題、地域の歴史資料と学校教育｣について 

･平成 22 年度総務文教常任委員会事情聴取について 

･教育委員の任命について 

議案 ･教育長の任命について 

協議 ・教育委員の学校訪問について 

第１０回 

10月29日 

定 報告 ・遠別農業高等学校生徒募集について 

・遠別農業高等学校活性化事業の取組み状況 

・教育委員の学校訪問について 

第１１回 

11月26日 

定 議案 ・教育委員会の活動状況に関する点検・評価報告書（21年度対象）に

ついて 

・平成 22年度教育費予算の補正について 

第１２回 

12月24日 

定 報告 ・教育委員会の活動状況に関する点検・評価報告書の議会結果報告に

ついて 

・遠別農業高等学校活性化プロジェクトの進捗状況について 

・いきいき町民教室の状況について 

議案 ・遠別町優良青尐年顕彰について 

第 １回 

1 月 24 日 

定 報告 ・遠別農業高等学校の出願状況について 

・遠別農業高等学校活性化プロジェクトの状況について 

第 ２回 

2 月 24 日 

定 議案 

 

・平成 22年度教育費等予算の補正について 

・平成 23年度教育費等予算案について 

・平成 23年度遠別町教育行政執行方針について 

・平成 22年度遠別町教育実践表彰について 

協議 ・各学校卒業式の日程について 

第 ３回 

3 月 24 日 

定 議案 

 

 

・教職員人事内申について 

・教育委員会職員の人事について 

・特別支援教育支援者について 

協議 ・平成 23年度入学式の日程について 
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６ 教育委員会教育委員の主な活動状況 

（１）遠別町立学校職員辞令交付式（生涯学習センター）H22．4.5  

（２）管内市町村教育委員会、総会、研修会（留萌市）H22．4．19 

（３）北海道市町村教育委員会研修会（札幌市）H22．7．7～ 8 

（４）遠別農業高等学校生徒募集（札幌市・留萌管内他）Ｈ22．9．13 16 

（５）教育委員学校訪問（遠別小学校、遠別中学校）H22．11．2 

（６）遠別町表彰式（町役場）Ｈ22．11．3 

（７）留萌教育局学校訪問及び遠別中学校自主公開研究会（遠別中学校）Ｈ22．11．18 

（８）平成２３年新年交礼会（生涯学習センター）H23．１．6 

（９）平成２３年遠別町成人式（生涯学習センター）H23．1．9 

（10）教育振興会講演会（遠別中学校）H23．1．27 

（11）留萌管内校長退職者激励会（留萌市）H23．2．18 

（12）議会関係 定例議会への出席 6 月 9 月 12 月 3 月 

（13）その他関連事業 

 入 学 式 運動会等 学校祭等 卒 業 式 

遠別小学校 ４月 ６日 ６月１３日 １０月１７日 3 月２０日 

遠別中学校 ４月 ６日 ５月３０日 １０月１０日  3 月１２日 

遠別農業高校 ４月 ９日  ７月１６日   3 月 １日 

 

 

７ 教育委員会関連委員会の活動状況 

（１）社会教育委員会議 

① 第１回社会教育委員会議 

期日 平成２２年 ４月２６日 

内容 平成２２年度社会教育推進計画について 外 

② 第２回社会教育委員会議 

期日 平成２２年１２月２２日 

内容 社会教育事業経過報告について 外 

③ 第３回社会教育委員会議 

期日 平成２３年 ３月２３日 

内容 平成２２年度事業の反省・評価ついて 外 

（２）体育指導委員会議 

① 第１回体育指導委員会議 

期日 平成２２年 ４月１４日 
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内容 平成２２年度スポーツ事業について 外 

② 第２回体育指導委員会議 

期日 平成２２年１０月２１日 

内容 平成２２年度スポーツ事業の実施報告について 外 

③ 第３回体育指導委員会議 

期日 平成２３年 ３月１５日 

内容 平成２２年度スポーツ事業の反省評価について 外 

（３）学校給食センター運営委員会議 

① 第１回学校給食センター運営委員会会議 

期日 平成２２年 ６月２２日 

内容 平成２１年度学校給食実施結果及び平成２２年度学校給食 

実施計画について 外 

② 第２回学校給食センター運営委員会会議 

  期日 平成２３年 ２月２３日 

  内容 平成２３年度給食費の算定について 外 
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  ８ 主要施策に係る事務事業の実施状況 

   第５期遠別町総合計画の基本目標である【第４節 いきいきと学ぶこころと創造性

豊かなまちづくり】の施策体系に基づき、平成２２年度教育行政執行方針に示された

主要施策に係る事務事業の実施状況について自己評価（内部評価）を行なった。 

 

（１）点検・評価施策シートについて 

     各点検・評価施策シートを、①執行方針・目的 ②推進項目 ③事務・事業 ④

改善点 ⑤自己評価（現状の課題・問題点、今後の方向性）の５項目とする。 

 

  （２）主要施策の構成 

    １ 学校教育の充実（義務教育） 

    ２ 学校施設・関連施設整備 

    ３ 遠別農業高等学校の存続支援 

    ４ 社会教育活動の基盤整備 

    ５ 社会教育活動の充実   

    ６ 文化活動の充実 

    ７ スポーツ活動の充実 

 

  （３）点検・評価について 

     教育委員会による自己評価については、改善、見直しにつながることが寛容で

ある。教育委員会による行政主体事業と町民主体による自主事業など、町民と行

政による役割分担の明確化、事務事業の費用対効果の判断は行政評価の推進して

いくうえで重要な点である。しかしながら、教育は人づくりにあるという基本理

念に基づき、早急な成果を求められるものではない。事務事業の評価にあたって

は、短期的、中期的、長期的とそれぞれの見地に立って評価をして具体的な展望

を示していかなければならない。 

 

  （４）他者評価（外部評価）について 

     教育委員会事務局による１次的な自己評価（内部評価）と、教育に関する評価

の客観性を確保するため学識経験者から意見を聴取して、２次的な他者評価（外

部評価）を行った。  

 

    外部評価者 

氏   名 役   職   等 

南 山  仁 嗣 元遠別町社会教育委員  学校支援ボランティア 

小 森  嘉 孝 遠別町社会教育委員  青尐年育成委員連絡協議会長 
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平成２２年度 遠別町教育委員会点検・評価施策シート 

施策分類名 学校教育の充実（義務教育） 

執行方針・目的 

地域に信頼される義務教育を推進していくため、子どもたちの夢や希望を育

み､それを支える学びを充実させるため教育環境の整備充実に努める。 

推 進 項 目 

・新学習指導要領の移行期間への対応 

・全国学力・学習状況調査への積極的な対応 

・生きる力の継承、確かな学力の育成と豊かな心の育成 

・心身の健やかな成長を促す教育（体力運動能力向上と健康教育） 

・特別支援教育体制の整備と充実 

・栄養教諭の指導による食育の推進 

・学習支援員及び英語指導助手の配置 

事 務・事 業 

・小・中学校教育振興事業 

・学校保健事業 

・教育扶助事業 

・各種補助金交付事業（児童生徒健全育成連絡協議会、教育振興会、クラブ活

動事業） 

・遠距離通学費補助金交付 

・中体連参加費補助金交付 

・特別支援教育連携協議会中心とする教育支援 

・安全安心な学校給食の提供による食育の推進 

・学習支援員及び英語指導助手による教育支援 

改 善 点 

・新学習指導要領に対応できる学校体制の整備を進めている。 

・栄養教諭による完全給食への工夫をした食育の推進に努めている。 

・特別支援教育の充実のため専門部会議による協議を行った。 

・学習支援員及び英語指導助手の整備が図られた。 

・理科教育設備の整備が図られた。 

 

 

自 

己 

評 

価 

 

 

現状 

・課題 

・問題点 

 全国学力・学習状況調査は、昨年と同様に正答率は全国平均より下回る結果

との報告を受けている。これらの改善策として、家庭学習の充実、放課後、長

期休業時に補充的な学習サポートの充実、学校改善プランの推進に努めると共

に教員の資質の向上や指導力の向上のために、計画的な研修機会の活用の促進

が重要である。 

 

今後の方向性 

教育に対する保護者や地域の期待が高まる中、学校評議員の活用等により、

地域の特徴を生かした魅力ある学校づくり推進し、学校教育に対する一層の理

解と連携を深める教育活動の充実を図っていくことが必要である。 

児童に基礎・基本の定着を図るため、指導体制の工夫を図って児童一人一人

の学習状況に応じた指導が必要である。また、家庭学習の習慣化を図るため、

家庭学習ノートや家庭学習計画表等の作成・活用等を工夫し、学校と家庭の連

携・協力して取り組む必要がある。 

特別支援教育の充実、学力の向上を目指すため、今後も学習支援員の配置や

英語教育の充実のために英語指導助手を配置して教育支援に努めていく。 
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平成２２年度 遠別町教育委員会点検・評価施策シート 

  

施策分類名 学校施設・関連施設整備 

執行方針・目的 
児童生徒の心身のバランスと健やかな成長のため、小・中学校及び関連

施設等の適切な維持管理に取り組み、安全で魅力的な管理運営を行う。 

推 進 項 目 

・小・中学校の環境整備 

・教職員住宅の環境整備 

・学校施設の安全確保 

・安心安全な食材を提供する学校給食センターの運営 

事 務・事 業 

・学校施設の維持管理 

・教職員住宅の維持管理 

・学校耐震評定計画・実施設計事業（遠別中学校体育館） 

・地域活性化・経済危機対策及びきめ細かな臨時交付金の活用 

・学校給食センター管理運営 

改 善 点 

・地域活性化・経済危機対策及びきめ細かな臨時交付金の活用により、学

校施設整備及び教育環境整備並びに教職員の住環境整備を図ることが

出来た。 

 

 

自

己

評

価 

 

 

 

現状 

・課題 

・問題点 

 学校施設の維持管理、修繕を計画的に進め、遠別中学校の耐震化事業と

して屋内体育館の２次調査の結果、耐震改修の必要性があると判明したた

め、改修評定計画・実施設計を実施した。 

 今後も、老朽化が進行している学校施設整備、教職員住宅の補修につい

て年次的な整備計画が必要である。 

 食育推進に伴い小・中学校・幼児センターへ安全・安心の学校給食の提供

のため、適切な施設の維持管理に努めている。  

 

 

 

今後の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 学校施設は、災害発生時には地域住民の避難場所となり、地域において

重要な役割を果たす施設であるため、老朽化が進行している遠別中学校の

施設整備と耐震化事業の推進に努める。 

また、教職員住宅についても老朽化しているため、計画的な維持補修を

推進する必要がある。 

 安心安全な食材を提供するため、学校給食センターの維持管理に努め、

地場産物の有効活用を進め、保護者からの信頼と子どもたちに喜ばれるよ

う働きかけていく。 
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平成２２年度 遠別町教育委員会点検・評価施策シート 

 

施策分類名 遠別農業高等学校の存続支援 

 

執行方針・目的 

 遠別農業高等学校教育振興会を中心に学校存続に向けた積極的な生

徒確保への取り組みと、資格取得や体験学習などを通して生徒・保護

者が魅力を感じる高校づくりにつながる各種対策や教育環境の充実を

図る。 

 

推 進 項 目 

・地域に根ざした魅力ある学校づくりへの支援 

・学校存続のための生徒確保 

 

事 務・事 業 

 

・遠別農業高等学校教育振興会補助金 

・生徒募集事業 

・活性化プロジェクトの推進 

 

改 善 点 

・町民への理解と支援を求める活性化プロジェクトの取り組みの推進 

①小説の製作・販売②旭山動物園、動物飼育体験学習③大花畑の整備 

④羊を増やす計画⑤農産加工品販売所の設置 

 

 

自

己

評

価 

 

 

現状・ 

課題 

・問題点 

 自らが光り輝く学校づくりをめざし、農業高校の強みを生かす「活

性化プロジェクト」を立ち上げ、学校存続のため教師と生徒が一丸と

なり、取り組むことで「生徒確保」につながることを目標としている。 

 この活性化プロジェクトは、「めざす学校の魅力づくり」であり、町

や地域の理解が絶対条件であり、試行錯誤の中であるが、確実に前進

をしている。 

学校存続が大きな課題であり、遠別農業高等学校の教育充実強化、

キャリア教育の育成を主とする教育振興事業の取組みの充実と「就職

と進学」の出口の実績をあげる指導による環境整備が重要である。 

 

 

 

今後の方向性 

 自ら光輝くための学校づくりのため立ち上げた「活性化プロジェク

ト」は、町や地域の理解を得て取組んでいる。 

 この計画を軌道修正しながら、教職員・生徒と地域住民が一丸とな

って、学校存続に向けた生徒確保の問題を解決への取組みを推進し、 

更に資格取得、就学助成など各種対策により教育環境の充実を図れる

よう支援を行っていく。 
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２２年度 遠別町教育委員会点検・評価施策シート 

 

施策分類名 社会教育の基盤整備 

執 行 方 針 ・ 目 的 

 町民一人一人が自由に学べる環境づくりと、効果的な学習機会を提供

し、学びによる活力ある明るいまちづくりを進める。 

推 進 項 目 

・第４次遠別町社会教育中期計画の具現化（５年次目） 

・社会教育施設の環境整備 

・社会教育施設の効果的運用 

・指導者の確保と養成 

事 務 ・ 事 業 

・第４次遠別町社会教育中期計画の点検・評価 

・第５次遠別町社会教育中期計画の策定 

・社会教育施設の管理（生涯学習センター、郷土資料館、スポーツセンタ

ー、海洋センター、すぱーく遠別、スポーツ公園、幸和スキー場） 

・指導者の確保と活用の推進 

改 善 点 

・第５次遠別町社会教育中期計画策定にあたり、策定委員及び町民アンケ

ートを実施することにより、本町の社会教育を推進するうえでの現状と

課題の洗い出しを行った。 

自

己

評

価 
現 状 

課 題 

問題点 

 社会教育の推進については、第４次社会教育中期計画に基づき５年次目

を迎えた。「学びから広がるみんなの輪」のスローガンにより、５年次目

は「学びによる地域づくり」がテーマとなった。学んだことを地域づくり

に活かす生涯学習の具現化に努めながら、事務事業の評価を行っている

が、より積極的な点検・見直しが必要である。 

 社会教育施設の維持管理と整備については、計画的な整備に努め、施設

の効果的運用に工夫が必要である。 

今後の方向性 

 社会教育の基盤整備のため、計画的な施設整備、維持管理に努め、施設

の有効活用と事業効果を高める取り組みを推進するとともに、指定管理者

導入について検討する必要がある。 

 社会教育中期計画の点検・評価を行い、町民が主体的に学習することが

できるよう問題点・課題を整理しながら、事務・事業を推進することが必

要である。 

 町民のニーズを把握し、幅広い年代に社会参加を奨励し、今後も指導者

の確保と活用を促進する。 
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平成２２年度 遠別町教育委員会点検・評価施策シート 

 

施策分類名 社会教育活動の充実 

執 行 方 針 ・ 目 的 

 子どもたちの自然体験や、生活体験を重視し、「生きる力」を育てる学

習機会を提供するとともに、子どもたちの健やかな成長・発達を促す。 

 町民の多様な学習ニーズに応えるため、町民の主体性を尊重し、生きが

い感を高め、町民自らが学んだ成果を活かすことができるよう学習機会の

充実に努める。 

推 進 項 目 

・学校教育と社会教育の融合 

・家庭教育の充実への働きかけ 

・青尐年健全育成の推進 

・社会教育関係団体の育成・支援 

事 務 ・ 事 業 

・社会教育事業の推進（講座、教室、情報提供、学社融合事業） 

・社会教育関係団体指導（町民大学、青尐年育成団体、ＰＴＡ、女性団体、

花いっぱい運動団体、ゆかりの地交流団体） 

・成人式 

・図書室管理・運営（読書普及、図書購入） 

改 善 点 

・社会教育と学校教育の連携をさらに深めるため、青尐年育成団体が主催

するニュースポーツの大会を開催する際に、小学校の協力を得て授業の

中でニュースポーツ講習会を実施した。 

自

己

評

価 
現 状 

課 題 

問題点 

 青尐年健全育成を推進する観点から、子どもたちの「生きる力」の育成

のための自然体験・生活体験活動は重要な学習機会である。今後も効果的

なプログラムの展開や開発が必要である。 

 遠別の教育を考える会議にて学校教育と社会教育の融合が図られ、町民

が地域講師として学校に入ることは効果的である。地域の教育力をさらに

向上させるために、町民が自ら学んだ成果を発揮できる場を設定する必要

がある。 

 家庭教育に関しては、管内プロジェクト事業「子育てメソッド形成事業」

モデル事業として展開した小学校新入学児童１日入学での保護者対象の

「いきいき子育て講座」を継続して開設し効果的であった。 

今後の方向性 

 生涯各期における学習活動を促進するために、町民自らが主体性をもっ

た活動ができるよう、情報と学習機会を効果的に提供する。 

社会教育関係団体が主体性を持った活動ができるよう、さらには自らの

活動を点検・評価を行えるよう積極的に支援する。 

社会教育事業については計画的に推進し、各事業ごとに反省・評価を行

うことにより、効果的に事業を展開する。 
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平成２２年度 遠別町教育委員会点検・評価施策シート 

 

施策分類名 文化活動の充実 

執 行 方 針 ・ 目 的 

 町民が自主的・主体的に芸術文化活動に関わることができる環境づくり

や、町民が様々な芸術文化に接し感動を味わうことのできる機会の充実を

図る。 

推 進 項 目 

・優れた芸術文化、伝統文化に接する機会の提供 

・文化活動や芸術鑑賞事業への支援 

・郷土資料館の活用 

事 務 ・ 事 業 

・芸術文化活動推進事業 

・文化団体の育成・支援（文化協会、芸術鑑賞団体、郷土芸能育成保存団

体） 

・郷土資料館の運用 

改 善 点 

・郷土資料の有効的な活用を図るため、生涯学習センターにて特別展を実

施した。 

自

己

評

価 
現 状 

課 題 

問題点 

 文化活動充実のため、文化団体・サークル活動を支援しているが、高齢

化が進む社会情勢の中で、会員減尐の歯止め、後継者育成、指導者等の確

保が課題となっている。 

 郷土芸能の保存については、実践団体の協力を得て事業等を通じて保存

活動を展開しているが、上記同様に後継者育成が課題となっている。 

 郷土資料館については、学校の学習活動や一般の見学などに年数回程度

利用されているが、常時開館していない施設のため、郷土資料の有効的な

活用を図る必要がある。 

今後の方向性 

 文化団体に関しては、それぞれの団体の会員増加や後継者を育成できる

よう積極的に支援するとともに、主体性を持った自発的な活動ができるよ

う支援していく。 

 優れた舞台芸術を鑑賞する機会が尐ない当町において、町民のニーズを

捉えながら、様々な補助金を活用しながら芸術文化活動を展開する。 

 郷土資料館については、保存している資料を有効に活用した移動展を生

涯学習センターにて実施する。 
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平成２２年度 遠別町教育委員会点検・評価施策シート 

 

 

  

施 策 分 類 名 スポーツ活動の充実 

執行方針・目的 

町民が生涯にわたり健康で充実した生活を送るためスポーツは、

大切な役割を果たすものであり、活力にみちた「さわやかスポーツ

の町」を推進し普及振興に努める。 

推 進 項 目 
・スポーツ活動の意義を高める「スポーツの町宣言」の推進 

・町民の健康づくり志向に応える場と機会の拡充 

事 務 ・ 事 業 

・スポーツ活動の推進事業（各種大会、教室、学社融合事業、派遣

事業） 

・スポーツ団体育成指導 

・スポーツ団体補助金交付事業（体育協会、スポーツ尐年団） 

・さわやかスポーツ祭運営補助金 

改 善 点 

・スポーツセンターの老朽化した非常用ドアと玄関開き戸の改修を

行い利用者の利便性を図った。 

・Ｂ＆Ｇ海洋センターの利用促進を図るため、大人の水泳教室を実

施した。 

自

己

評

価 

現状 

・課題 

・問題点 

生涯スポーツに親しめる環境を整えるため、老朽化が進行してい

るスポーツ施設の計画的な補修・改修等の促進を図る必要がある。 

 スポーツ団体においては、会員の高齢化などにより会員が減尐し

ているため団体運営等に影響が出ている。 

 スポーツ施設の利用者の年齢が上がってきており、利用者数も減

尐傾向にあるため若い世代の利用促進の対策が課題である。 

今後の方向性 

スポーツ活動の振興については、体育指導委員、体育協会、町内

会など関係機関の理解と協力を得て「さわやかスポーツの町」の推

進を図っているが、多様化する町民のニーズに応えるために、生涯

スポーツに親しめる施設環境を整え、若い世代にも気軽に参加でき

るニュースポーツ（スポレック講座等）を導入して、効果的な情報

提供に努めながら利用促進を図る。 

老朽化したスポーツ施設の計画的な改修等を行い、スポーツ施設

の環境整備を図る。また、幅広い年齢によるスポーツ参加機会の拡

充を図るためスポーツ振興のあり方につい検討する。 
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外部評価 

1 外部評価者の意見 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２７条第２項の規定による教育に関し

学識経験を有する者の活用については、教育委員会が行った点検及び評価の結果に関

し意見や助言をいただきました。 

 このことにより、点検及び評価の客観性を確保するとともに、いただいた意見等に

ついて、今後の施策、事業等に反映させてまいりたいと思います。 

 

外部評価者 

 南山 仁嗣氏（元遠別町教育委員会社会教育委員 学校支援ボランティア） 

 小森 嘉孝氏（遠別町教育委員会社会教育委員 遠別町青尐年育成委員連絡協議会

長） 

 

２ 点検及び評価に関する意見 

  南山 仁嗣氏 

 （１）教育委員会の活動状況、教育委員の主な活動状況について 

         教育委員会の活動については、尐ない人数で、適切に運営され、委員が積極的に、

学校教育の充実（幼児教育、義務教育）、学校施設、関連施設整備、遠別農業高校

の存続支援、社会教育の基盤整備、社会教育の活動の充実、文化活動の充実、スポ

ーツ活動の充実に調和の取れた活動を年間通して行っていることに感謝します。今

後とも、尚一層、時代の変化に対応した教育委員会の活動を委員各位の連携をもっ

て、活性化されることを望みます。 

 

      （２）主要施策・事業等の実施状況について 

         遠別町教育目標の理念に基づき、いきいきと学ぶこころと創造性豊かなまちづく

りの施策体系を基本として、適切に施策・事業等について、行われていると評価し

ます。 

         今後とも家庭教育を基本として、幼児教育、義務教育を充実していくなかで、 

        尐子化、人口減と変化していく時代に伴い特に家庭教育の充実が必要とされるので

父母や保護者に対して、家庭教育の実践例を学ぶ機会を提供するとともに、幼児教

育、義務教育と尚一層の連携を深め、ＰＴＡ活動を活用して啓蒙していくことを望

みます。 

         さらに、遠別町は尊い先人の苦労のお陰で開基１１２年を迎えました。しかしな

がら、時代の変化の中で、郷土愛と遠別町に住んでいる誇りは薄れる状況下にあり

ます。今一度、幼児教育、義務教育、社会教育に於いて、遠別町の自然、歴史、産

業、文化、医療、教育を学習する時間と機会を設けて、広く町民に学習してもらい、

その成果を各段階に応じて地域力検定制度を設け実施することを望みます。 
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         「古きを尋ね新しきを知る」ということわざのとうり、先人は開拓入植当時、自

分たちの食料の自給もままならない中、いち早く子供達の教育する場所を 

造りました。教育は今も昔も遠別町の資源です。 

 この地域力検定の継続的な実施は町民がより深く郷土を愛することになり、誇りと

なり、対外的にアピールする自信となります。尐子化、人口減、経済の低迷という時

代背景の中で、今後、遠別町が発展していくための要因の一つとなると考えます。 

 

（３）総合的な点検評価について 

点検評価の報告については、適正に現状、課題、問題点を表記し、改善点 

  と今後の方向性を示していることにより、理解しやすいものとなっています。 

   これからも、適切な情報公開を期待いたします。 

 

 小森 嘉孝氏 

 （１）教育委員会の活動状況、教育委員の主な活動状況について 

    教育委員会は毎月、定例会議において報告事項や、議案協議を適切に行っている。 

    教育委員についても、研修会等の活動に積極的に参加している。これからも研修

会の情報の公開をお願いします。 

 

 （２）主要施策・事業等の実施状況について 

    各施策の方針、目的が明確であり具体的に推進項目に示されている。 

    第５次遠別町社会教育中期計画の町民アンケートを基に有意義な社会教育の実

現に努力してほしい。 

どの施策においても町民参加が第一と考えます。 

    これからも更なる、参加しやすい環境作りを望みます。 

 

 （３）総合的な点検評価について 

    施策ごとに現状や課題と問題点を示して今後の取組について検討されている。 

    今後も町民への解りやすい、教育委員会活動でありますよう期待します。  

 

 

 


